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(57)【要約】
【課題】空気調和機システムにおける実際の空調制御状
態と人感センサが検出した空調対象エリアの空調状態の
情報を表示可能な空気調和機リモコンを得ること。
【解決手段】空調対象エリアの空調状態の情報を検出す
る人感センサ９と接続する室内機３，４と、室内機３，
４と接続する室外機１，２と、室内機３，４と接続する
リモコン５と、から構成される空気調和機システム１０
におけるリモコン５であって、リモコン５による空調設
定の情報と人感センサ９で検出された空調状態の情報と
に基づく空調対象エリアに対する空調制御の運転情報、
および人感センサ９で検出された空調状態の情報を室内
機３，４から取得し、運転情報および人感センサ９で検
出された空調状態の情報を表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空調対象エリアの空調状態の情報を検出する人感センサと接続する室内機と、前記室内
機と接続する室外機と、前記室内機と接続する空気調和機リモコンと、から構成される空
気調和機システムにおける前記空気調和機リモコンであって、
　前記空気調和機リモコンによる空調設定の情報と前記人感センサで検出された空調状態
の情報とに基づく空調対象エリアに対する空調制御の運転情報、および前記人感センサで
検出された空調状態の情報を前記室内機から取得し、前記運転情報および前記人感センサ
で検出された空調状態の情報を表示する、
　ことを特徴とする空気調和機リモコン。
【請求項２】
　前記空調対象エリアが複数のエリアから構成される場合に、各エリアについて、前記運
転情報および前記人感センサで検出された空調状態の情報を、前記室内機から取得して表
示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機リモコン。
【請求項３】
　表示された前記運転情報および前記人感センサで検出された空調状態の情報を確認した
ユーザーからの前記空調対象エリアに対する空調設定を受け付けて、空調設定の情報を前
記室内機へ伝達する、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の空気調和機リモコン。
【請求項４】
　前記室内機から、前記人感センサの接続情報、または前記人感センサが正常に動作して
いるかどうかを示す動作情報を取得し、取得した前記人感センサの情報を表示する、
　ことを特徴とする請求項１，２または３に記載の空気調和機リモコン。
【請求項５】
　複数の室内機と接続している場合に、ユーザーの操作により選択された室内機から取得
した前記運転情報および前記人感センサで検出された空調状態の情報を表示する、
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１つに記載の空気調和機リモコン。
【請求項６】
　前記室内機との接続を有線接続とする、
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１つに記載の空気調和機リモコン。
【請求項７】
　請求項１～６に記載の空気調和機リモコンに対して、前記空気調和機リモコンによる空
調設定の情報と人感センサで検出された空調状態の情報とに基づく空調対象エリアに対す
る空調制御の運転情報、および前記人感センサで検出された空調状態の情報を送信する、
　ことを特徴とする室内機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機システム用の空気調和機リモコンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和機システム用のリモコンでは、表示するデータとして、空気調和機の設
定情報（例えば、運転モード／設定温度／設定風速／設定風向など）のみを表示していた
。空気調和機システムでは、この設定情報に従って室内機／室外機が空調制御（例えば、
圧縮機／ファンモータ／ベーンモータの制御）を行うため、リモコン表示が空調機状態と
同一とみなすことができる。
【０００３】
　空気調和機システムでは、運転モードとして、冷房、暖房等の他、自動モードによる空
調制御を行うことができる。自動モードでは、実際の室内機／室外機の空調制御状態とリ
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モコン表示（設定情報）が異なる場合がある。そのため、自動モード時の実際の空調制御
状態の情報を送信機からリモコンへ送信し、リモコン上で実際の空調制御状態の情報を表
示する技術が下記特許文献１において開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－８９９４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の技術によれば、リモコンでは、空気調和機の自動モード時、
設定情報とは異なる実際の空調制御状態の情報を表示しているが、ユーザーは、空気調和
機がどのような情報に基づいて実際の空調制御を行っているかを把握できない。そのため
、設定情報とは異なる実際の空調制御状態が自動モードにおいて快適な制御なのかユーザ
ー側で判断できない、という問題があった。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、空気調和機システムにおける実際の空
調制御状態と人感センサが検出した空調対象エリアの空調状態の情報を表示可能な空気調
和機リモコンを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、空調対象エリアの空調状態
の情報を検出する人感センサと接続する室内機と、前記室内機と接続する室外機と、前記
室内機と接続する空気調和機リモコンと、から構成される空気調和機システムにおける前
記空気調和機リモコンであって、前記空気調和機リモコンによる空調設定の情報と前記人
感センサで検出された空調状態の情報とに基づく空調対象エリアに対する空調制御の運転
情報、および前記人感センサで検出された空調状態の情報を前記室内機から取得し、前記
運転情報および前記人感センサで検出された空調状態の情報を表示する、ことを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、空気調和機システムにおける実際の空調制御状態と人感センサが検出
した空調対象エリアの空調状態の情報を表示できる、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施の形態１の空気調和機システムの構成例を示す図である。
【図２】図２は、リモコン表示用のデータである運転状態のデータの構成例を示す図であ
る。
【図３】図３は、リモコン表示用のデータである人感センサのデータの構成例を示す図で
ある。
【図４】図４は、リモコンでの運転状態の表示例を示す図である。
【図５】図５は、リモコンが指令する操作情報の構成例を示す図である。
【図６】図６は、リモコンでの詳細設定の表示例を示す図である。
【図７】図７は、人感センサの動作情報を付加したデータの構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明にかかる空気調和機リモコンの実施の形態を図面に基づいて詳細に説明
する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１１】
実施の形態１．
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　図１は、本実施の形態の空気調和機システムの構成例を示す図である。空気調和機シス
テム１０は、室外機１，２と、室内機３，４と、リモコン５と、室外機室内機通信線６，
７と、室内機リモコン通信線８と、人感センサ９と、を備える。室外機１と室内機３が、
室外機室内機通信線６によって接続されており、室外機２と室内機４が、室外機室内機通
信線７によって接続されている。また、室内機３と室内機４、および室内機３とリモコン
５が、室内機リモコン通信線８によって接続されている。室内機３と室内機４には、空調
対象エリアの空調状態の情報を検出する人感センサ９が接続されている。ここでは、一例
として、室外機室内機通信線６および室内機リモコン通信線８を有線接続として説明する
が、無線接続とすることも可能である。
【００１２】
　つづいて、空気調和機システム１０において、空調制御を行う際の情報の流れについて
説明する。空気調和機システム１０では、室外機１と室内機３が室外機室内機通信線６で
、室外機２と室内機４が室外機室内機通信線７で、室内機３とリモコン５が室内機リモコ
ン通信線８で、それぞれ通信を行なっている。
【００１３】
　ここで、室外機室内機通信線６，７の通信内容の一例を説明すると、運転モード（例え
ば、冷房、暖房など）、設定温度（例えば、２３℃、２５℃など）といった運転状態が通
信のデータとしてやり取りされている。また、室内機リモコン通信線８の通信内容の一例
を説明すると、運転モード（例えば、冷房、暖房など）、設定温度（例えば、２３℃、２
５℃など）といった通信状態が通信のデータとしてやり取りされている。
【００１４】
　このとき、人感センサ９が接続されている室内機３，４では、人感センサ９が検出した
情報（温度など）を室内機側で制御情報に変換し、空調制御に反映させている。人感セン
サ９から取得できる情報には、一例として「温度／人数」があり、室内機３，４は、この
情報を元に「風速制御」、「風向制御」を行っている。風速制御の一例を説明すると、人
の人数に応じて「設定風速」を強弱変化させる制御があり、人数が０人のときは「弱風」
で動作し、人数が５人のときは「強風」で動作する。
【００１５】
　図２は、リモコン表示用のデータである運転状態のデータの構成例を示す図である。本
実施の形態では、リモコン５－室内機３，４、室内機３－室外機１、室内機４－室外機２
が行っている通信に、空気調和機システム１０の設定情報をやり取りしている情報の他、
リモコン表示用のデータとして構成し、運転状態を格納した情報を含むものとする。図２
は、図１に示す室外機１、室内機３、リモコン５を抜き出して示した図であり、室外機室
内機通信線６で行っている通信情報を室外機室内機間の通信情報１１ａとしたとき、デー
タとして「運転モード／設定風速／設定風向」が定義されており、室内機リモコン通信線
８で行っている通信情報を室内機リモコン間の通信情報１１ｂとしたとき、データとして
「運転モード／設定風速／設定風向」が定義されている。
【００１６】
　通信情報１１ａおよび通信情報１１ｂにおいて、運転モードには「冷房／暖房／自動」
などがあり、設定風速には「強風／弱風／自動」などがあり、通信情報１１ａと通信情報
１１ｂで同一の情報が定義されている。このデータは、空気調和機システム１０が現在動
作している運転状態の情報を格納するものであり、現在の設定情報を格納するものではな
い。
【００１７】
　図３は、リモコン表示用のデータである人感センサのデータの構成例を示す図である。
本実施の形態では、リモコン５－室内機３，４、室内機３－室外機１、室内機４－室外機
２が行っている通信に、空気調和機システム１０の設定情報をやり取りしている情報の他
、リモコン表示用のデータとして構成し、人感センサ９から取得し、室内機３，４で変換
した制御情報を含むものとする。図３は、図１に示す室外機１、室内機３、リモコン５を
抜き出して示した図であり、室外機室内機通信線６で行なっている通信情報を室外機室内
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機間の通信情報１２ａとしたとき、データとして「人数／場所／温度」が定義されており
、室内機リモコン通信線８で行なっている通信情報を室内機リモコン間の通信情報１２ｂ
としたとき、データとして「人数／場所／温度」が定義されている。
【００１８】
　通信情報１２ａおよび通信情報１２ｂにおいて、人数には「０人、３人」といった具体
的人数が格納され、場所にはセンサが判別している「エリア＃１、エリア＃２」といった
具体的な場所が格納され、温度には人感センサ９が測定し、空気調和機システムが空調制
御の際に使用する温度「２５℃、３０℃」といった具体的数値が格納されており、通信情
報１２ａと通信情報１２ｂで同一の情報が格納されている。
【００１９】
　なお、図２，３において、通信情報１１ａ，１１ｂ，１２ａ，１２ｂに示すデータは、
一例であり、空気調和機システム１０の構成によって格納データを変更してもよい。
【００２０】
　空気調和機システム１０のリモコン５は、室内機リモコン通信線８により、室内機３か
ら通信情報１１ｂ，１２ｂのデータを取得して、取得した情報を自機の表示画面に表示す
る。
【００２１】
　図４は、リモコン５での運転状態の表示例を示す図である。リモコン５の表示画面の一
例として、室内機３の運転状態を示すものである。リモコン表示画面２０１は、情報の表
示対象の室内機を示す表示対象室内機表示部２０２と、実際の運転状態と人感センサ９が
検知している各エリア情報を表示する情報表示部２０３と、から構成される。この情報表
示部２０３に表示する内容は、通信情報１１ｂ，１２ｂのデータとなる。例えば、室内機
３について、空調対象エリアのうち、エリア＃２の範囲には現在３人おり、温度が２８℃
であり、実際には強風・下吹きで運転していることを示す。なお、図４に示す表示は一例
であるため、空気調和機システムによって画面構成を任意に設定することが可能であり、
表示する内容の通信情報１１ｂ，１２ｂも任意に設定することができるため、画面構成お
よび表示内容を任意に変更することが可能である。また、室内機別に表示する場合につい
て説明したが、一例であり、接続している複数の室内機の情報を同時に表示するようにし
てもよい。
【００２２】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、室内機リモコン通信線８、室外機室内機
通信線６，７の通信情報に、リモコン表示用のデータとして、人感センサ９から取得して
空調制御へ反映させるデータ、および空気調和機システム１０の運転状態のデータを付加
して格納することとした。これにより、リモコン５では、空気調和機システム１０の実際
の運転状態を収集することができ、各室内機３，４について、人感センサ９が検知してい
る各エリア情報とあわせて表示することができる。
【００２３】
　また、リモコン５を操作するユーザーは、実際の空気調和機システム１０の運転状態と
人感センサ９の動作状況を見ることができるため、運転状況を見ながら据付け環境に適し
た自動運転を選択することが可能となる。
【００２４】
実施の形態２．
　実施の形態１では、図２，３において、リモコン５と室内機３、室内機３と室外機１の
通信にリモコン表示用の情報を付加することで、運転状態および人感センサ９の検知情報
をリモコン５に詳細表示できるようにした。リモコン表示用のデータが格納された通信情
報の流れは、室内機３からリモコン５への一方通行である。本実施の形態では、リモコン
５で詳細設定を行い、詳細設定した情報をリモコン５から室内機３、室外機１への流れの
通信情報に付加する。実施の形態１と異なる部分について説明する。
【００２５】
　空気調和機システム１０の構成は実施の形態１（図１参照）と同様である。図５は、リ
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モコン５が指令する操作情報の構成例を示す図である。図１に示す室外機１、室内機３、
リモコン５を抜き出して示した図であり、ここでは、リモコン５⇒室内機３⇒室外機１の
順にデータ（詳細設定）がやり取りされており、室外機室内機通信線６で行なっている通
信情報を室外機室内機間の通信情報１３ａとし、室内機リモコン通信線８で行なっている
通信情報を室内機リモコン間の通信情報１３ｂとする。
【００２６】
　通信情報１３ａは、リモコン５が室内機３、室外機１に指令する操作情報が定義されて
おり、「風向詳細」、「風速詳細」、「温度補正」が格納されている。「風向詳細」デー
タの一例として「水平１、水平２」といった風向設定があり、「風速詳細」データの一例
として「強風１、強風２」といった風速設定があり、「温度補正」データの一例として「
０．５℃、１．０℃」といった温度設定がある。これらデータは一例であり、空気調和機
システム１０の構成によって任意に設定可能である。
【００２７】
　通信情報１３ｂは、通信情報１３ａで室内機３が受信したデータを室外機１へ送信する
ための情報として定義しており、内容は通信情報１３ａと同一である。この通信情報１３
ｂも一例であり、任意に設定可能である。
【００２８】
　図６は、リモコン５での詳細設定の表示例を示す図である。通信情報１３ａおよび通信
情報１３ｂに定義する情報を作成する際のリモコン５の設定画面を示すものである。リモ
コン設定画面３０１は、操作情報を設定する対象の空調機（室内機・室外機）を示す設定
対象室内機表示部３０２と、詳細設定の内容を示す設定表示部３０３と、から構成される
。ユーザーは、設定対象室内機表示部３０２で設定を行う空調機を選択し、設定表示部３
０３で各エリアの詳細設定を行う。リモコン５は、実施の形態１に示すリモコン５上の表
示を確認したユーザーによる空調設定の詳細設定を受け付けて、詳細設定の情報を通信情
報１３ｂとして室内機３へ伝達する。例えば、室内機３について、空調対象エリアのうち
、エリア＃２について、詳細設定として、風向は水平２、風速は強風２に設定したことを
示す。通信情報１３ｂには、室内機３および室外機１に対する詳細設定の情報が格納され
ているので、室内機３、および通信情報１３ａにより室外機１へ詳細設定の情報が伝達さ
れることになる。なお、設定表示部３０３において、一例として、各エリア＃１～＃４を
表示しているが、空気調和機システム１０の構成によって任意に変更可能である。また、
室内機別に表示する場合について説明したが、一例であり、接続している複数の室内機の
情報を同時に表示するようにしてもよい。
【００２９】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、実施の形態１で取得した実際の運転状態
および人感センサ９が検知した情報に基づいてユーザーがリモコン５の表示画面において
空調制御の詳細設定を行うと、リモコン５から、室内機３および室外機１へ詳細設定の情
報を格納した通信情報を伝達することとした。これにより、空気調和機システム１０の実
際の運転状態に対して、ユーザーからの空調制御の要望を反映させることができる。
【００３０】
実施の形態３．
　本実施の形態では、空気調和機システム１０の運転情報に、さらに、運転情報以外のデ
ータとして人感センサ９の動作情報を付加する。実施の形態１と異なる部分について説明
する。
【００３１】
　空気調和機システム１０の構成は実施の形態１（図１参照）と同様である。図７は、人
感センサ９の動作情報を付加したデータの構成例を示す図である。図７は、図１に示す室
外機１、室内機３、リモコン５を抜き出して示した図であり、実施の形態１で定義した通
信情報１２ａ，１２ｂに対して、室外機室内機通信線６で行なっている室外機室内機間の
通信情報１４ａのデータとして「センサ判定」を追加しており、室内機リモコン通信線８
で行なっている室内機リモコン間の通信情報１４ｂのデータとして「センサ判定」を追加
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している。
【００３２】
　センサ判定のデータ内容としては、人感センサ９と室内機３が行う通信の応答で、人感
センサ９が接続されているかを判別した判定結果「接続有り、接続無し」のデータを格納
する。または、センサ判定のデータ内容としては、人感センサ９が正常に動作しているか
どうかを示す動作情報のデータを格納してもよい。なお、これらのデータは一例であり、
空気調和機システム１０の構成によって任意に設定可能である。
【００３３】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、人感センサ９の接続、動作等の情報をリ
モコン５で収集して表示することとした。これにより、人感センサ９が市場で故障した場
合、据え付け時の動作確認などにおいて、ユーザー、作業者等は、リモコン５の表示画面
で確認することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　以上のように、本発明にかかる空気調和機リモコンは、空気調和機システムに有用であ
り、特に、自動モードでの空調制御に適している。
【符号の説明】
【００３５】
　１，２　室外機、３，４　室内機、５　リモコン、６，７　室外機室内機通信線、８　
室内機リモコン通信線、９　人感センサ、１０　空気調和機システム、１１ａ，１２ａ，
１３ａ，１４ａ　（室外機室内機間）通信情報、１１ｂ，１２ｂ，１３ｂ，１４ｂ　（室
内機リモコン間）通信情報、２０１　リモコン表示画面、２０２　表示対象室内機表示部
、２０３　情報表示部、３０１　リモコン設定画面、３０２　設定対象室内機表示部、３
０３　設定表示部。

【図１】 【図２】

【図３】
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